
.学会話への法文 春季研究発表会より

去る 3 Jj 31 日， 4 月!日の両日，東京大学工学部で開

かれた春季餅究発表会に際し，編集委員会では，会員諸

氏のナマのF誌で，学会誌に対するご委譲安お織かせ綴い

たいと考え，ペーパー・フェアの会場に特設ブースを関

g，ちょうど刷り上った本誌 4 月号の党本を並べなが

ら，ご意見をうかがいました.また， 3 Jj3 1 日の 16時40

分から約30分，研究発表と懇親会の合間に， ミーティ γ

グ合催して，何人かの方々からご意見を綴戴いたしまし

た.ど協力くださった方々に淳く惑読まドし上げます，

ミーティングのほうは，主として論文誌についての議

員重でしたが， 3 Jj 15出Iこ発行された第 1 そ?をみて，集っ

たガメ告はおおむね満足されていたようです.それでも，

主として幸著者に対する清打のインストラグジョンについ

ては総かい点でし、ろいろご注意をいただきました. r絶

対守るべき点j と fなるべく守ってほしい点 i を明示し

たうえでいっそう細かなインストラクシ沼ンをつくって

理事者にお渡しすることになりました.

また，演打原稿を著者の責在で作成するかわり，ベ…

ジ・チヤ{ジを徴収しないという方式，者奇才I療機をその

ままオフセット印怒号するという方式は，務状では妥当な

方式として支持されました，

機関誌，つまり本誌についてのご意見を，替をめていた

だいた点は徐いて，個条書的に列挙いたしますと，つぎ

のようでした.

1) 特定の人だけが関心をもっ記事はざける，替選後

のある手法とかモデルとかの記事がよい.

2) 役に立つ手法についての一般常識語普段がほしい.

編集後記...~、つやっても校亙はくたびれるものだが

とくに数式がたくさん出てくるとまったくウンザ習さ奇き

られる.上ツキ，下ツキの添え字が上下1r.おにくっつい

た記努などがまちがっていると，どう渡したらよいのか

判じ物みたいになってしまう.版組の方もさぞたいへん

3) 計護霊法をもっと取り上げてほしい.

4) メッ、ンュ・データの問題も取り上げてほしい-

5) 流通における恋康管理の具体例がほしい.

6) 紙質がよすぎるや(とくに広告のベージ)

7) もっと翼手くぜふ

き} 黄色のベージが幾初にあるので，いかにも会員だ

けが読者と思っているようにみえる.

9) OR誌売込みのキャンベーンをせよ.OR誌を軸

にして，もっと OR 自体の普及に努めるべきだ.

これらのご意見は編集委員会でひとつひとつ取り上げ

て議論をすすめ，できるだけ多くの方々のご意向に沿い

たいと努力をしています.

たとえば，むに関速して3主体的に出された f積分幾侭

学j は解説をすでに依頼してありますし， 4H;こ出された

特集テーマは，この伎の研究部会の成果なども交え，来

年度のテーマとしてラインアップにのせております，

また， 6)~8)はどちらかというと技術的な問題です

が，予算のことも考え，広告主の饗望なども考慮し 7

月号から若干こういった方向で総簡をかえようと計闘し

ております.

すなわち，広告はいままでの緑色のアート紙をやめて

本文と同じ紙質にし，広告を含め常時64ベージ立てとす

ることで，芳二日記事をふやす予定です.出版物などの広

告は本文中に若干はいり込む可能性もあります.

今後とも，研究発表会の機会などをとらえて，皆様の

ご意見を承 P まずし，投書などで主意見をおのぺくださる

ことは大いに歓迎いたしております.皆様の積極的なご

協力を編集委員一間心からお願いする次第です.

であろう.それに式を蕊すときは原稿を読みなおして前

後関係をアオ宮町しなければならないことも多い彊記長手

が系統的に使われていると比較的楽に読むことができる

しまちがいも少ないようである.自分で書〈ときもな

るべくわかりやすくしたいものだと思う. (M.T) 
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